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はしがき

この本は、2014 年 1 月の研究集会での講演・発表を基に書かれた論文

を主な内容としている。3 年近い歳月のうちには、重要な変化も起こった。

けれども、今後も予想される様々な変化を超えて数学教育を発展させるた

めの土台となる考え方や方法論をこの本は提供しており、内容は今も新鮮

である。

3 年間に起こった第 1 の変化は、理工系学部入学者の数学力がある程度

上昇したことだ。本書第１章１節では、2010 年・2011 年の入学者の数学

力が分析されている。花田・橋口・星野（文献 1、2）によれば、2010 年頃

は彼らが勤務する大学の新入生の数学力が底に達して反転を始めた時期で

ある。多くの他大学の教員たちも、多少の時期のずれはあっても、同様の

意見を持っている。

この時期の学力回復に最も寄与したのは、リーマンショックに起因する

就職難によって理工系人気が急速に回復したことだろう。1990 年代から

の大学理系学者たちによる学力低下の危機の訴えが実を結んだ面もある。

2010 年頃から盛んになった高大接続改革の議論が生徒たちに社会の期待

を直接間接に伝えたことも要因に数えられよう。だが、最も本格的で持続

的な学力向上の要因は、2000 年代の半ば過ぎから、いわゆる PISA ショッ

クを契機に、国際的な研究の蓄積も取り入れながら学校教育改善の研究が

本格的に進んだことだろう。全国学力テストの実施・分析・指導への反映

が行われるようにもなった。そして現行学習指導要領への移行・教科書の

改訂へと進んできた。こうした本格的な改善努力の成果は、今後ますます

力を発揮するものと考えられる。

他方、前述の報告（文献 2）は、推薦等による入学者の学力は変わってい
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ない（低いまま）と指摘する。これも殆どの私立理工系大学・学部に共通す

る事象と思われる。国立大学上位校も AO 入試を採用するようになり、高

大接続の改善に役立つことが期待される一方で、私立大学の多くには全く

異なる実態が存続している。だが、高大接続システム改革（文献 3）が本格

化し、高等学校基礎学力テスト（仮称）が入学者選抜資料として使われるよ

うになれば、この状況も急変する可能性がある。それこそが本書第 1 章第

1 節に述べる我々の期待であり、この期待を現実のものにすることこそ一

体改革の着地点の一つであってほしい。その際に達成されるべき学力の現

実的な基準にも本書で言及している。

第 2 の変化は、大学教育の方法上の改革が強調され、アクティブ・ラー

ニングに注目が集中するようになったことだ。しかし大学数学教育の改革

は単に方法の問題でなく、目的や内容の再構成を含む必要があるという主

張を、我々の研究は含む。専門分野の学習能力や職業人として必要な資質

の育成を明確に意識した教育であること、将来の市民としての知識・能力

や価値観・態度の形成にも深く関わる教育であることが、基礎教育として

の数学にも求められる。こうした観点から、教育内容の精選と共に必要十

分な高度化を図る必要がある。そうした高い目標を明確にしたうえで、常

に学生に寄り添い、学生自らが成長を求めて努力することを励ます教育が

求められるのだ。本書第 1 章 2 節でアルティーグが述べているように、高

い水準を目指す先進的な数学的リテラシーの教育こそが必須になるのであ

る。もちろん、その内容は国情により、専門や個々の大学によっても多様

である。だからこそ、アクティブ・ラーニングを含む様々な方法を、個々

の大学の実情やカリキュラム全体の中での個々の科目の役割に沿って開発

することが必要なのである。

これに対し、一部の論者が警戒論を述べ始めた大学版ゆとり教育に陥っ

たり、逆に、工学部など応用的・実践的な専門分野での基礎教育において

旧来型の純粋志向の教育や過度に厳密な論理性に拘った教育を行うのでは、

社会の期待や大学内部の要請に応えきれない可能性もある。

本書は社会の期待に現実的でしかも高い水準で応えうる数学教育を如何

にすれば実現できるか、その理念と方法を現実性に十分配慮して編んだも
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のである。私たちは本書の読者とともに大学数学教育を力強く発展させ、

学生たちが将来の責任ある社会人として十分な知識・能力や、それを生か

す態度・価値観を深く身につけることができる教育になることを祈念して

いる。
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